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東側立面図西側立面図仕様凡例
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外壁：ALC版ｔ120の上、土壁調水性フッ素樹脂塗料刷毛引き仕上

外壁：コンクリート打放しの上、土壁調水性フッ素樹脂塗料刷毛引き仕上

コンクリート打放しの上、セラミック調水性フッソ樹脂塗料(石調目地工法)

アルミ製建具

スチール製建具※塗装塗り替え（マンセル値：7.5YR6/2 ）

SUS304　100φ

棟飾り：ＳＵＳ製　50φ加工品

外部柱：鉄骨柱耐火塗料仕上（外部仕様、1時間耐火仕様）

アルミ製既製庇　出幅900

アルミ製ガラリ開口(機械設備用)

カラーＶＰ　100φ

館銘サイン：SUS製HL　箱文字

軒天：FKｔ6+EP-1塗
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ALC版ｔ100の上、土壁調水性フッ素樹脂塗料刷毛引き仕上　　（マンセル値：7.5YR6/2）

竪樋：SUS304 125φ（バンドレス）

軒天:アルミスパンドレルｔ2.0　F-BE

スチール製　軽量電動シャッター　（マンセル値：7.5YR6/2）

手摺：鋼製溶融亜鉛メッキ処理　UE　（マンセル値：5Y3/1）

竪樋：SUS304 105φ（バンドレス）

笠木：アルミ製　二次電解着色
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J 庇：アルミ製　既製品
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金属板葺きｔ0.4（フッ素樹脂塗装鋼板　瓦棒葺きハゼタイプ,平葺き)アスファルトルーフィング＋木毛セメント板ｔ25下地　

勾配：10/100,25/100（マンセル値：N3.0 ）

※既存塗装色（マンセル値：2.5Y6/2）
※塗装塗り替え（マンセル値：7.5YR6/2）

※塗装塗り替え（マンセル値：7.5YR6/2）

K

※塗装塗り替え（マンセル値：7.5YR6/2）

スチール製　重量電動シャッター　（マンセル値：7.5YR6/2）

M コンクリート打放しの上、セラミック調水性フッソ樹脂塗料(石調目地工法)

N
外部柱：鉄骨柱耐火塗料仕上（外部仕様、1時間耐火仕様）

N

O 棟飾り：ＳＵＳ製　50φ加工品

P アルミ製建具

Q スチール製建具

既設部　凡例 は、今回塗装塗替部を示す。 増築部　凡例

か か か

新設：窓ガラスFL-5新設：窓ガラスFL-5

Ｓ 鼻隠し・破風:アルミパネルｔ2.0　F-BE
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工事名称

図面名称

1:100　（A1) 図面番号

平城京歴史館改修工事

竣工年月日

縮尺

2017.3

1:200　（A3）

金属板葺きｔ0.4（フッ素樹脂塗装鋼板　瓦棒葺きハゼタイプ,平葺き)（既設塗装色マンセル値：N3.0 ）

鼻隠し/破風：FKｔ8+ガリバリュウム鋼板張り 0.4mm 柱型：　アルミパネルｔ3.0　F-BE　（マンセル値：7.5YR6/2）

アルミルーバー 二次電解着色　

（マンセル値：7.5YR6/2）　
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立面図
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既存建物範囲

▽水下梁天

△水上梁天

▽棟天1
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△水下梁下端
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